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ハードワックスプロ使用説明書

傷のバリやごみを平らになるように取り除きます

傷の周りに近い色をブラシペン・ペイントボックスで着色します
（この時下地が出ていれば木への吸い込みで色が暗くなるので
明るめの色から塗っていきます）

ハードワックスプロをホットナイフで近い色３色をまぜながら
埋め込みます
（この時、完全に色を混ぜ合わせるのではなく少しまだらのほうが
　良くなじみます）

密着性を極限まで高めていますので、面出しはスクレーパー・
カッターナイフ・メタルプレーナーなどの使用をお勧めします
（フィラーアプリケーターなどでは密着性が良すぎて伸びてしまう
　ことがあります）

周りに着いた余分なハードワックスをコットンクロスを巻きつけた
フェルトパッドにリキッドサンドペーパーをしみ込ませ拭き取り、
充填部分の面だしの調整をします

必要に応じてブラシペン・ペイントボックスなどで木目の再現と
周囲のぼかしをします
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下地剤のサンディングスプレーをしサンディングをします
（下地剤をすれば強度が増すと同時にスプレーの密着性が
　よくなります）
艶の合ったアクリル・ラッカー・水性スプレーいずれかで
艶を合わせます
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・主成分はミネラル油脂
・軟化温度はハードワックスとハードワックスプラスの中間くらいに設定
・適度な硬質性と柔軟性を持ち合わせておりひび割れ対策にすぐれています
・従来のハードワックスよりも粘度がアップしワックス垂れを軽減しました
・隠ぺい力を高めるため、顔料の含有率を増量しています(約70％↑)




